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牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています。

１ 全酪新報 １２月１日号 全国酪農協会
牛群検定ワンポイントレッスンその６６ 冬季の分娩・哺育に備えて
寒さに弱い子牛の管理のポイントを検定成績から解説

２ ＬＩＡＪニュ－ス１１月号 （一社）家畜改良事業団
新しい牛群検定成績表について（その５７）生涯一日乳量
生涯一日乳量を飼養管理に活かすためには？ 検定成績表見方 検索

牛群検定の濃密研修会および優秀検定員表彰式を行います。

今年度は以下の通り行います。検定農家をはじめ検定関係者であれば、どなたでも参加できます。
どうぞ奮ってご参加下さい。問い合わせ先 toiawase@liaj.or.jp

濃密研修会 搾乳ロボットと牛群検定について（仮題）
講師 広島大学大学院生物圏科学研究科家畜飼養学 小櫃 剛人 教授様

優秀検定員表彰式 各地区から推薦された勤続５年以上で、農家の信頼の高い優秀な検定員
の方々を表彰します。

日 時 と 場 所 平成３１年２月１４日午後 栃木県宇都宮市大通り ホテルニュ－イタヤ
平成３１年２月２０日午後 福岡県福岡市博多区 八百治博多ホテル

※両会場とも翌日に牛群検定推進ブロック会議を行います。詳細は追ってお知らせします。

乳用メス子牛の生産が増頭傾向に！

１０月末日に（独）家畜改
良センタ－から平成２９年度
の乳用種の出生頭数の届出
情報（個体識別）が公表され
ました。右図は公表された値
を組み替えたものです。ま
た、平成30年については、
乳用牛群検定全国協議会
独自に開発した予測システ
ムによるものです。
メス子牛が５年ぶりに増頭

の傾向に転じました。
その後も増頭傾向が継続す
ると予測されてます。これは
性選別精液の使用頻度が
増えていることが原因と考え
られ、オス子牛の減少傾向
は８年間連続となります。
今後の詳しい予測情報

は。乳用牛群検定全国協議
会のホ－ムペ－ジを参照下
さい。

乳用牛群検定全国協議会 検索



～～～牛群検定！点検シ－ト（その９ 搾乳機器のチェック）～～～

お手許の検定成績を使いながら牛群管理の点検を行います。極簡単なものなので、これを機会に検定員
といっしょに確認を行いましょう！今回は搾乳機器の調子が悪くないかチェックします。このチェックで問題な
しとなっても、定期的な点検を励行しましょう！

農家コ－ド 氏名

・検定成績表を参考にチェックしましょう！
①成績表の体細胞数が通年的に高くないですか？（図１）
Ｙｅｓ Ｎｏ
→Yes 体細胞数は一般的に夏季に高く、冬季に低い傾向がありますが、搾乳のやり方や機器等に

問題があると通年的に高い場合があります。

②最近、乳量が減少していませんか？（図２）
Ｙｅｓ Ｎｏ
→Yes 搾乳機の真空圧が低かったり、パルセ－タの調子が悪いと乳量が減るばかりか、乳房炎の原因

となります。
③最近、妙に搾乳に長時間がかかっていませんか？（図３）
Ｙｅｓ Ｎｏ
→Yes 搾乳機の真空圧等が下がっていると、搾乳に時間を要すようになります。

Ｙｅｓの対象となった場合は、搾乳機を再チェックしましょう。改善しないときは専門業
者にメンテナンスを依頼して下さい。

④ヒビ等の入ったライナ－のまま搾乳していませんか？ゴムの劣化は乳房炎の原因とな
ります。
Ｙｅｓ Ｎｏ
→Ｙｅｓ 一般的にライナ－ゴムは３カ月または１５００回で交換と言われています。製品にもよりますが、

定期的な交換をお願いします。

⑤ライナ－スリップを起こしていませんか？また、１台ライナ－スリップが発生すると次々
と伝播しませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ
→Ｙｅｓ 全体の真空圧が低く、ギリギリで搾っているとライナ－スリップが伝播する場合があります。

⑥真空ポンプから変な音や臭いがしたり、真空圧計の針が揺れ動いたりしていませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ
→Ｙｅｓ 早急に専門業者に連絡して下さい。オイル切れや清掃不足などは、機器の正常動作に影響し

ます。

（図１）検定成績表の１枚目中央に表示
通年的に体細胞数の高い農家の例

（図２）検定成績表の１枚目左下
乳量の低い農家の例真空圧だけでなく、飼
料量もあわせてチェックしてください

（図３）検定成績表の１枚目右下
以前の成績表と見比べて下さい。１頭に１
９分も要していましたか？


